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ごめんやして遅れやしてごめんやし。K7のなりでおま。 
 
今回はインドのファッション業界についての論文を読んで見ました。 
文化はもちろんのこと、ファッションもパリ、ロンドン、ニューヨーク、ミラノなどの西洋

の影響が非常に強く、全世界に影響を及ぼしています。それはインドも例外ではなく、東京

のファッションの影響も垣間見られるそうです。しかしそれでも、現地インドのデザイナー

と消費者の相互関係もとてもそのスタイルに影響を及ぼしていると言います。 
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【要旨】 
本稿では、1980年代半ばのインドにおけるハイエンド系ファッションの出現と発展につい

て論じています。2005年まで、インドのファッションはアイデンティティを確立させ、お

よそ２０億インドルピーもの税収を生むなど、非常に発展してきました。2005年、ニュー

デリーに集中していたインドの産業は、世界の伝統的なファッションセンター（ファッショ

ンウィーク）のファッション業界を特徴付ける特徴、活気のあるメディア、そして小売店と

しての存在感を持っていました。このような産業における創業初期の起業家の行動の結果と

して、業界のアイデンティティがどのように進化したのかを調べました。かなり装飾された

伝統的なスタイルに基づく業界のアイデンティティは、革新的な西洋スタイルのカットやデ

ザインよりも、初期のインドのファッション起業家と消費者の相互作用の結果であることを

示します。 
【感想】 
世界のどこにでもファッション業界というのは存在するが、その特定の構造とアイデンティ

ティは、初期の起業家と彼らの文化や背景との相互作用の機能に依存する。インドのデザイ

ナーはパリコレとニューヨークコレクションを発表したが、彼らはインド人であることと世

界的に活動していることとの間に生まれつきの相容れない状況に直面している。デザインが

インドの織物や装飾品への依存度が高すぎると、それらは田舎っぽく見えるという。その一

方で、彼らが完全に西洋風の服のスタイルを作成する場合、彼らは彼らの主な顧客と同様に

彼らの独特の強みを失う危険性がある。グローバルなレベルで競争するためには、インドの

デザイナーは、そのアイデンティティによって押し付けられた限界を突破する方法を考え出

す必要がある。このような服飾文化と同様に、食文化も西洋の影響が非常に強い。それなら

ば、同時に食事に用いられる食器なども西洋の影響を色濃く受けている。京漆器もその例外

ではない。日頃から、お茶を嗜むような世代が少なくなってしまった結果、食器としての京

漆器は衰退の一途をたどっている。それゆえに、今後は消費者の需要をしっかりと捉えたア

クセサリーなど漆器の活用方法の多様化が重視されていくのではないか。 


